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人口と世帯（2月1日現在） 人口 776　男 380　女 396　世帯 348
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広　報　　た　　ば　　や　　ま広　報　　た　　ば　　や　　ま （2）第 121号（3） 第 121号

諸支出金�5,595（0.5％） 議会費� 26,707（2.5％）

総務費
145,169
（13.6％）

民生費
127,639
（11.9％）

衛生費�
69,512（6.5％）

農林水産業費
67,771（6.3％）

商工費�80,353（7.5％）

土木費
198,098
（18.5％）

消防費�41,514
（3.9％）

教育費
79,637
（7.4％）

公債費
227,217（21.3％）

国県支出金
37,809（3.3%）

村税�60,822（5.2%）

地方譲与税等
26,092（2.3%）

地方交付税
745,158（64.3%）

その他�2,042（0.2%）

村債�95,600（8.2%）

諸収入�137,312
（11.8%）

繰越金
45,417（3.9%）

分担金及び負担金�4,718（0.4%）

使用料及び手数料
3,971（0.3%）

平
成
18
年
度

決
算
状
況
の
報
告

一般会計歳出状況

平成19年度

上半期財政公表
（19年4月～9月）

 
平
成
19
年
度
上
半
期
一
般
会

計
は
、
歳
入
が
５
億
９
９
６
５

万
７
千
円
の
収
入
済
額
（
収
入

率
50
・
5
％
）
と
な
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
主
な
も
の
は
、
村
税

の
４
０
７
４
万
３
千
円
、
地
方

交
付
税
の
４
億
４
５
６
０
万
８

千
円
等
で
す
。

　
歳
出
は
、
支
出
済
額
３
億
４

０
１
４
万
８
千
円
（
支
出
率
28

・
6
％
）
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

そ
の
主
な
も
の
は
、
総
務
費
の

７
６
３
６
万
２
千
円
、
公
債
費

の
１
億
５
９
８
万
４
千
円
等
で

す
。

科　　目 予算額 支出済額 支出率

� 1

� 2

� 3

� 4

�5

� 6

� 7

� 8

�9

10

11

12

13

議会費

総務費

民生費

衛生費

農林水産業費

商工費

土木費

消防費

教育費

災害復旧費

公債費

諸支出金

予備費

　�計

一般会計歳入状況

科　　目 予算額 収入済額 収入率

� 1

� 2

� 3

� 4

�5

� 6

� 7

� 8

�9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

村税

地方譲与税

利子割交付金

配当割交付金

株式等譲渡所得交付金

地方消費税交付金

特別地方消費税交付金

自動車取得税交付金

地方特例交付金

地方交付税

分担金・負担金

使用料・手数料

国庫支出金

県支出金

財産収入

寄付金

繰入金

繰越金

諸収入

村債

　　�計

科　　目 予算額 支出済額 支出率

国民健康保険事業勘定

国民健康保険直診勘定

老人保健

簡易水道

水源の里保健休養施設

下水道

有線テレビ放送施設

教育奨励資金

介護保険

温泉事業

介護サービス事業

　　　　��計

収入済額 収入率

 
平
成
19
年
度
上
半
期
特
別
会
計
は
、
収
入
済

額
が
３
億
３
０
６
２
万
１
千
円
の
（
収
入
率
28

・
1
％
）、
支
出
済
額
４
億
１
３
０
８
万
２
千

円
（
支
出
率
35
・
1
％
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
そ
れ
ぞ
れ
の
歳
入
歳
出
状
況
は
表
の

と
お
り
で
す
。

　
平
成
18
年
度
の
一
般
会
計
と
11
の
特
別
会
計
の

決
算
が
９
月
定
例
議
会
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
平
成
18
年
度
の
一
般
会
計
は
厳
し
い
財
政
状
況

を
反
映
し
、
歳
入
総
額
が
前
年
度
に
比
べ
５
５
１

３
万
６
千
円
（
４
・
５
％
）
減
の
１
１
億
５
８
９

４
万
１
千
円
、
歳
出
総
額
が
前
年
度
に
比
べ
９
９

４
４
万
９
千
円
（
８
・
５
％
）
減
の
１
０
億
６
９

２
１
万
２
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
歳
入
総
額
１
１
億
５
８
９
４
万
１
千
円
か
ら
歳

出
総
額
１
０
億
６
９
２
１
万
２
千
円
を
差
し
引
く

と
８
９
７
２
万
９
千
円
の
黒
字
と
な
り
ま
し
た
。

（
う
ち
翌
年
度
へ
の
繰
越
明
許
費
が
１
０
０
６
万

５
千
円
で
実
質
的
な
黒
字
は
７
９
６
６
万
４
千
円

で
し
た
。）

一般会計

国民健康保険事業勘定

国民健康保険直診勘定

老人保健

簡易水道

水源の里保健休養施設

下水道

有線テレビ放送施設

教育奨励資金

介護保険

温泉事業

介護サービス事業

　　　　　計

会　　計　　名 歳　入　総　額 歳　出　総　額 歳入歳出差引額

特
　
　
別
　
　
会
　
　
計

一般会計
　歳　入　11億5894万1千円
　歳　出　10億6921万2千円

市
町
村
合
併
に
関
す
る

経
過
報
告

　
市
町
村
合
併
に
関
す
る
経
過
報

告
に
つ
い
て
、
お
知
ら
せ
い
た
し

ま
す
。

　
２
月
６
日
、
丹
波
山
村
合
併
構

想
研
究
協
議
会
か
ら
﹁
丹
波
山
村

の
市
町
村
合
併
に
関
す
る
答
申
書
﹂

が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
主
な
内
容
は
、
﹁
市
町
村
合
併

は
、
今
後
も
住
民
参
加
の
下
に
進

め
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、

甲
州
市
と
の
任
意
の
合
併
協
議
会

等
、
話
し
合
い
の
場
を
設
置
し
、

共
同
で
議
論
す
る
こ
と
が
望
ま
し

い
﹂
と
す
る
意
見
で
し
た
。

　
こ
れ
を
受
け
て
村
で
は
、
答
申

に
沿
っ
て
、
２
月
13
日
、
村
議
会

に
報
告
し
同
意
を
求
め
た
と
こ
ろ
、

村
議
会
は
全
員
賛
成
し
、
﹁
甲
州

市
と
の
合
併
推
進
に
関
す
る
決
議
﹂

を
い
た
し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
２
月
18
日
、
村
で
は
、

甲
州
市
長
、
市
議
会
議
長
に
対
し

﹁
任
意
の
合
併
協
議
会
等
の
設
置

の
申
入
れ
﹂
を
正
式
に
行
い
ま
し

た
。

　
今
後
は
、
甲
州
市
の
返
答
待
ち

と
な
り
ま
す
が
、
設
置
さ
れ
れ
ば
、

こ
こ
か
ら
が
話
合
い
の
第
一
歩
と

な
り
ま
す
。

特別会計歳入歳出状況

（19.9.30現在　単位：千円）

（19.9.30現在　単位：千円）

（19.9.30現在　単位：千円）

平成18年度　決算総括表 （単位：円）

一
　
般
　
会
　
計

特
　
別
　
会
　
計

歳入決算の内訳 （単位：千円）

（単位：千円）歳出決算の内訳

1,158,941,264

135,909,363

99,429,867

119,471,214

111,026,715

30,223,138

377,002,304

8,938,623

4,948,362

75,625,320

167,705,016

351,000

2,289,572,186

1,069,212,244

127,611,094

94,859,608

118,752,501

107,492,880

28,794,164

365,767,536

6,502,577

3,000,000

57,653,030

159,638,014

315,900

2,139,599,548

89,729,020

8,298,269

4,570,259

718,713

3,533,835

1,428,974

11,234,768

2,436,046

1,948,362

17,972,290

8,067,002

35,100

149,972,638

62.2

29.5

42.8

40.6

0.0

76.9

0.0

21.8

14.6

76.8

73.8

35.0

25.3

20.9

93.2

0.0

0.0

271.0

3.4

0.0

50.5

40,743

1,914

131

142

0

4,562

0

821

365

445,608

1,934

2,041

2,439

3,270

614

0

0

89,729

5,344

0

599,657

65,542

6,487

306

350

534

5,935

1

3,769

2,501

580,000

2,619

5,824

9,647

15,618

659

1

188,158

33,114

157,458

109,700

1,188,223

40.3

37.7

28.8

20.4

14.4

31.7

0.4

36.4

34.4

0.0

48.1

0.0

0.0

28.6

11,466

76,362

62,150

14,705

5,123

11,844

922

18,862

32,730

0

105,984

0

2,000

340,148

23,719

202,812

215,458

72,183

35,668

37,407

231,091

51,795

95,246

2

220,342

500

2,000

1,188,223

134,400

88,600

129,327

29,270

32,300

505,705

6,000

4,000

69,906

175,600

724

1,175,832

36,551

27,683

47,655

5,035

21,441

66,147

5,714

2,605

44,976

73,507

307

330,621

27.2

31.2

36.8

17.2

66.4

12.9

95.2

65.1

64.3

41.9

42.4

28.1

45,876

44,433

55,709

28,066

13,384

137,211

1,572

2,100

22,952

61,779

0

413,082

34.1

50.2

43.1

95.9

41.4

27.1

26.2

52.5

32.8

35.2

0.0

35.1
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平
成
19
年
度
上
半
期
一
般
会

計
は
、
歳
入
が
５
億
９
９
６
５

万
７
千
円
の
収
入
済
額
（
収
入

率
50
・
5
％
）
と
な
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
主
な
も
の
は
、
村
税

の
４
０
７
４
万
３
千
円
、
地
方

交
付
税
の
４
億
４
５
６
０
万
８

千
円
等
で
す
。

　
歳
出
は
、
支
出
済
額
３
億
４

０
１
４
万
８
千
円
（
支
出
率
28

・
6
％
）
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

そ
の
主
な
も
の
は
、
総
務
費
の

７
６
３
６
万
２
千
円
、
公
債
費

の
１
億
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９
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４
千
円
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で

す
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平
成
19
年
度
上
半
期
特
別
会
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は
、
収
入
済

額
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３
億
３
０
６
２
万
１
千
円
の
（
収
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率
28

・
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出
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８
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千

円
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・
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い
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す
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お
、
そ
れ
ぞ
れ
の
歳
入
歳
出
状
況
は
表
の

と
お
り
で
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定
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の
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般
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財
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入
総
額
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前
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５
５
１

３
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円
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４
・
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１
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な
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額
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９
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う
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ま
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日
、
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村
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議
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村

の
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町
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に
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る
答
申
書
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が
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出
さ
れ
ま
し
た
。

　
主
な
内
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は
、
﹁
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村
合
併

は
、
今
後
も
住
民
参
加
の
下
に
進

め
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、

甲
州
市
と
の
任
意
の
合
併
協
議
会

等
、
話
し
合
い
の
場
を
設
置
し
、

共
同
で
議
論
す
る
こ
と
が
望
ま
し

い
﹂
と
す
る
意
見
で
し
た
。

　
こ
れ
を
受
け
て
村
で
は
、
答
申

に
沿
っ
て
、
２
月
13
日
、
村
議
会

に
報
告
し
同
意
を
求
め
た
と
こ
ろ
、

村
議
会
は
全
員
賛
成
し
、
﹁
甲
州

市
と
の
合
併
推
進
に
関
す
る
決
議
﹂

を
い
た
し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
２
月
18
日
、
村
で
は
、

甲
州
市
長
、
市
議
会
議
長
に
対
し

﹁
任
意
の
合
併
協
議
会
等
の
設
置

の
申
入
れ
﹂
を
正
式
に
行
い
ま
し

た
。

　
今
後
は
、
甲
州
市
の
返
答
待
ち

と
な
り
ま
す
が
、
設
置
さ
れ
れ
ば
、

こ
こ
か
ら
が
話
合
い
の
第
一
歩
と

な
り
ま
す
。

特別会計歳入歳出状況

（19.9.30現在　単位：千円）

（19.9.30現在　単位：千円）

（19.9.30現在　単位：千円）

平成18年度　決算総括表 （単位：円）

一
　
般
　
会
　
計

特
　
別
　
会
　
計

歳入決算の内訳 （単位：千円）

（単位：千円）歳出決算の内訳

1,158,941,264

135,909,363

99,429,867

119,471,214

111,026,715

30,223,138

377,002,304

8,938,623

4,948,362

75,625,320

167,705,016

351,000

2,289,572,186

1,069,212,244

127,611,094

94,859,608

118,752,501

107,492,880

28,794,164

365,767,536

6,502,577

3,000,000

57,653,030

159,638,014

315,900

2,139,599,548

89,729,020

8,298,269

4,570,259

718,713

3,533,835

1,428,974

11,234,768

2,436,046

1,948,362

17,972,290

8,067,002

35,100

149,972,638

62.2

29.5

42.8

40.6

0.0

76.9

0.0

21.8

14.6

76.8

73.8

35.0

25.3

20.9

93.2

0.0

0.0

271.0

3.4

0.0

50.5

40,743

1,914

131

142

0

4,562

0

821

365

445,608

1,934

2,041

2,439

3,270

614

0

0

89,729

5,344

0

599,657

65,542

6,487

306

350

534

5,935

1

3,769

2,501

580,000

2,619

5,824

9,647

15,618

659

1

188,158

33,114

157,458

109,700

1,188,223

40.3

37.7

28.8

20.4

14.4

31.7

0.4

36.4

34.4

0.0

48.1

0.0

0.0

28.6

11,466

76,362

62,150

14,705

5,123

11,844

922

18,862

32,730

0

105,984

0

2,000

340,148

23,719

202,812

215,458

72,183

35,668

37,407

231,091

51,795

95,246

2

220,342

500

2,000

1,188,223

134,400

88,600

129,327

29,270

32,300

505,705

6,000

4,000

69,906

175,600

724

1,175,832

36,551

27,683

47,655

5,035

21,441

66,147

5,714

2,605

44,976

73,507

307

330,621

27.2

31.2

36.8

17.2

66.4

12.9

95.2

65.1

64.3

41.9

42.4

28.1

45,876

44,433

55,709

28,066

13,384

137,211

1,572

2,100

22,952

61,779

0

413,082

34.1

50.2

43.1

95.9

41.4

27.1

26.2

52.5

32.8

35.2

0.0

35.1
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地
域
の
出
来
事

　
芦
澤
さ
ん

は
昭
和
54
年

５
月
か
ら
平

成
15
年
４
月

ま
で
６
期
24

年
間
に
わ
た
り
村
議
会
議
員
を

務
め
ら
れ
地
方
自
治
の
推
進
に

尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　
特
に
平
成
３
年
か
ら
平
成
11

年
ま
で
の
２
期
８
年
間
は
村
議

会
議
長
と
し
て
円
滑
な
議
会
運

営
と
村
政
発
展
の
た
め
に
尽
力

さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
昭
和
55
年
の
丹
波
山

村
商
工
会
発
足
当
時
か
ら
理
事

を
務
め
、
平
成
元
年
か
ら
平
成

６
年
ま
で
商
工
会
長
と
し
て
丹

波
山
村
の
商
工
業
の
発
展
に
寄

与
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
功
績
が
評
価
さ
れ
、

平
成
19
年
秋
の
叙
勲
を
受
け
ら

れ
ま
し
た
。

　
河
村
さ
ん

は
昭
和
62
年

10
月
か
ら
平

成
12
年
ま
で

13
年
間
に
わ

た
り
、
丹
波

山
村
教
育
長

を
努
め
ら
れ

ま
し
た
。
そ

の
間
、
山
村
親
子
留
学
制
度
を

発
足
さ
せ
る
な
ど
、
一
貫
し
て

へ
き
地
小
規
模
校
の
小
中
学
校

教
育
の
充
実
、
強
化
に
尽
力

さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
特
色
あ
る
丹
波
山

村
村
の
学
校
教
育
の
基
礎
を

つ
く
り
、
地
域
教
育
の
発
展

に
大
い
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
功
績
に
対
し
て
、

山
梨
県
教
育
功
労
者
と
し
て

表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　11月８日（木）、丹波山村中央公民館で丹波山村森づく
り活動「東急ホテルズ・グリーンコインの森」調印式が
行われました。
　（株）東急ホテルズでは社会貢献活動の一環として、地
球環境の保護を目的に財団法人オイスカが行う森づくり
活動を支援していますが、この度、その活動エリアとし
て丹波山村の森林で植栽や下刈り等の森林整備活動が行
われることとなり、覚書への調印式となりました。
　なお、実際の森林整備活動は来年度より６年間に渡り
行われる予定です。

　11月12日（月）、丹波小学校で第２回オープ
ンスクールが開催されました。
　午前中は総合的な学習で取り組んできた伝
統芸能「ささら獅子舞」に関する研究発表と
児童によるささら獅子舞が行われました。
　午後からはふれあい収穫祭として、みんな
で育てたサツマイモを落ち葉のたき火で焼い
もにして食べました。
　焼いもが焼き上がるまでの時間は地域の人
たちとけん玉やお手玉など昔のおもちゃ遊び
で楽しみました。
　出来上がった焼いもはとっても甘く、笑顔
いっぱいの収穫祭となりました。

　11月23日（金）、丹波中学校体育館で第20回定期
音楽会が開催されました。
　今年のテーマは「つなげよう音のバトン～感謝・
発展・継承～」です。
　この定期音楽会を支えてくれた先輩や地域の方々
に感謝し、さらに発展させ、伝統を継承していき
たいという願いが込められています。
　20年の節目となる今回の定期音楽会、全校生徒
12人と教職員10人により、素晴らしい演奏や合唱
が披露されました。

　
1
月
13
日（
日
）、
丹
波
中
学
校

校
庭
に
お
い
て
、
新
春
恒
例
の
丹

波
山
村
消
防
団
出
初
式
が
挙
行
さ

れ
ま
し
た
。

　
出
初
式
に
お
い
て
、
消
防
活
動

及
び
防
犯
活
動
に
功
績
の
あ
っ
た

多
く
の
消
防
団
員
が
表
彰
さ
れ
ま

し
た
。

 山
梨
県
消
防
協
会
会
長
表
彰

　
乙
種
功
労
章

　
　
　
専
任
班
長
　
楳
澤
千
代
男

　
　
　
専
任
班
長
　
芦
澤
　
泰
士

　
　
　
班
　
　
長
　
坂
本
　
仁

山
梨
県
消
防
協
会

　
東
部
支
部
長
表
彰

　
　
　
班
　
　
長
　
舩
木
　
和
久

　
　
　
班
　
　
長
　
守
屋
　
剛

　
　
　
班
　
　
長
　
久
保
田
崇
史

地
域
県
民
セ
ン
タ
ー
所
長
表
彰

　
消
防
関
係
功
労
者
表
彰

　
　
　
部
　
　
長
　
橋
詰
　
修

防
犯
協
会
上
野
原
支
部
長
表
彰

　
　
　
専
任
班
長
　
楳
澤
千
代
男

　
　
　
班
　
　
長
　
吉
野
は
や
と

　
　
　
班
　
　
長
　
杉
浦
　
宏
治

丹
波
山
村
消
防
団
長
表
彰

　
功
績
章

　
　
　
部
　
　
長
　
橋
詰
　
修

　
　
　
部
　
　
長
　
岡
部
　
隆
一

　
　
　
専
任
班
長
　
木
下
　
武
久

　
　
　
団
　
　
員
　
守
屋
　
保
志

　
功
労
章

　
　
　
専
任
班
長
　
楳
澤
千
代
男

　
　
　
専
任
班
長
　
芦
澤
　
泰
士

　
25
年
勤
続
表
彰

　
　
　
団
　
　
員
　
嶋
F
　
啓

　
　
　
団
　
　
員
　
舩
木
　
良
哲

　
　
　
団
　
　
員
　
廣
瀬
　
浩
蔵

　
　
　
団
　
　
員
　
嶋
F
　
忠
久

　
20
年
勤
続
表
彰

　
　
班
　
　
長
　
木
下
　
修
一

　
　
班
　
　
長
　
嶋
F
　
義
人

　
　
団
　
　
員
　
酒
井
由
記
夫

　
15
年
勤
続
表
彰

　
　
団
　
　
員
　
酒
井
　
隆
幸

　
10
年
勤
続
表
彰

　
　
専
任
班
長
　
芦
澤
　
泰
士

　
　
班
　
　
長
　
山
本
　
栄
二

　
　
班
　
　
長
　
岡
部
　
岳
志

　
　
班
　
　
長
　
青
p
　
幸
男

　
　
団
　
　
員
　
清
水
　
善
明

　
　
団
　
　
員
　
田
中
　
寿
二

　
　
団
　
　
員
　
白
木
　
孝
郎

　
精
勤
表
彰

　
　
班
　
　
長
　
守
岡
　
公
壽

　
１
月
２
日（
水
）、
中
央
公
民
館

に
お
い
て
、
平
成
20
年
成
人
式
が

挙
行
さ
れ
ま
し
た
。

　
本
村
出
身
の
男
子
１
名
、
女
子

３
名
、
計
４
名
が
新
た
に
成
人
の

仲
間
入
り
を
果
た
し
、
多
く
の
来

賓
と
と
も
に
新
成
人
を
祝
い
ま
し

た
。

　
式
典
で
は
、
岡
部
村
長
の
式
辞

に
続
き
、
成
人
者
紹
介
で
は
、
新

成
人
一
人
ひ
と
り
に
よ
り
成
人
式

を
迎
え
て
の
決
意
や
、
今
ま
で
お

世
話
に
な
っ
た
方
々
へ
の
感
謝
の

気
持
ち
が
語
ら
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
小
中
学
校
時
代
の
懐
か

し
い
写
真
の
上
映
や
、
恩
師
か
ら

届
い
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
披
露
も
あ

り
、
和
や
か
な
時
間
を
過
ご
し
ま

し
た
。

　
新
成
人
の
皆
さ
ん
の
今
後
の
ご

活
躍
を
期
待
い
た
し
ま
す
。

　
12
月
10
日（
月
）、
新
築
工
事

中
だ
っ
た
保
育
所
が
無
事
完
成

し
、
竣
工
式
と
開
所
式
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
新
し
い
保
育
所
は
木
造
平
屋

建
て
の
建
物
で
、
木
の
ぬ
く
も

り
が
感
じ
ら
れ
る
と
て
も
暖
か

み
の
あ
る
建
物
と
な
り
ま
し
た
。

　
保
育
所
の
子
ど
も
た
ち
も
早

速
元
気
に
遊
ん
で
い
ま
す
。

　
少
子
高
齢
化
が
進
む
こ
の
村

で
、
数
少
な
く
な
っ
た
子
ど
も

た
ち
で
す
が
、
こ
れ
か
ら
、
こ

の
建
物
で
大
い
に
遊
び
、
い
ろ

い
ろ
な
こ
と
を
学
ん
で
、
健
や

か
に
成
長
し
て
い
っ
て
欲
し
い

も
の
で
す
。

保育所クリスマスお楽しみ会
　12月22日（土）、新築の保育所で第35回クリスマ
スお楽しみ会が行われました。
　保育所児童により、この日のために一生懸命練
習してきた歌やおゆうぎ、合奏、劇が元気に披露
されました。
　また、保護者ＯＢの方も熱の入った劇で会を盛
り上げました。▲ポンプ車操法

【
平
成
19
年
秋
の
叙
勲
】

　
芦
澤
幸
榮
さ
ん
（
鴨
沢
）

【
山
梨
県
教
育
功
労
賞
】

　
河
村
利
一
さ
ん
（
鴨
沢
）

▲成人者を囲んで記念撮影

▲伝統のシンセサイザー演奏

▲スキーの練習中

「
さ
さ
ら
獅
子
舞
」

▲

堅
い
握
手
で
協
力
を
約
束

▲

▲

エ
ン
デ
ィ
ン
グ
「
に
じ
」

風の子スキー教室
　1月9日（水）～11日（金）の間、群馬県宝台樹スキ
ー場で２泊３日の「風の子スキー教室」が行われ
ました。
　今年は３日間を通じ好天に恵まれ、雪質も上々
で、絶好のコンディションの中、参加した小学４
年生から中学２年生までの21名が、元気いっぱい
にゲレンデを滑走しました。
　それにしても、子どもたちの上達の早さにはい
つも驚かされます。

▲元気に歌の披露

▲新築の保育所

受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
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地
域
の
出
来
事

　
芦
澤
さ
ん

は
昭
和
54
年

５
月
か
ら
平

成
15
年
４
月

ま
で
６
期
24

年
間
に
わ
た
り
村
議
会
議
員
を

務
め
ら
れ
地
方
自
治
の
推
進
に

尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　
特
に
平
成
３
年
か
ら
平
成
11

年
ま
で
の
２
期
８
年
間
は
村
議

会
議
長
と
し
て
円
滑
な
議
会
運

営
と
村
政
発
展
の
た
め
に
尽
力

さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
昭
和
55
年
の
丹
波
山

村
商
工
会
発
足
当
時
か
ら
理
事

を
務
め
、
平
成
元
年
か
ら
平
成

６
年
ま
で
商
工
会
長
と
し
て
丹

波
山
村
の
商
工
業
の
発
展
に
寄

与
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
功
績
が
評
価
さ
れ
、

平
成
19
年
秋
の
叙
勲
を
受
け
ら

れ
ま
し
た
。

　
河
村
さ
ん

は
昭
和
62
年

10
月
か
ら
平

成
12
年
ま
で

13
年
間
に
わ

た
り
、
丹
波

山
村
教
育
長

を
努
め
ら
れ

ま
し
た
。
そ

の
間
、
山
村
親
子
留
学
制
度
を

発
足
さ
せ
る
な
ど
、
一
貫
し
て

へ
き
地
小
規
模
校
の
小
中
学
校

教
育
の
充
実
、
強
化
に
尽
力

さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
特
色
あ
る
丹
波
山

村
村
の
学
校
教
育
の
基
礎
を

つ
く
り
、
地
域
教
育
の
発
展

に
大
い
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
功
績
に
対
し
て
、

山
梨
県
教
育
功
労
者
と
し
て

表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　11月８日（木）、丹波山村中央公民館で丹波山村森づく
り活動「東急ホテルズ・グリーンコインの森」調印式が
行われました。
　（株）東急ホテルズでは社会貢献活動の一環として、地
球環境の保護を目的に財団法人オイスカが行う森づくり
活動を支援していますが、この度、その活動エリアとし
て丹波山村の森林で植栽や下刈り等の森林整備活動が行
われることとなり、覚書への調印式となりました。
　なお、実際の森林整備活動は来年度より６年間に渡り
行われる予定です。

　11月12日（月）、丹波小学校で第２回オープ
ンスクールが開催されました。
　午前中は総合的な学習で取り組んできた伝
統芸能「ささら獅子舞」に関する研究発表と
児童によるささら獅子舞が行われました。
　午後からはふれあい収穫祭として、みんな
で育てたサツマイモを落ち葉のたき火で焼い
もにして食べました。
　焼いもが焼き上がるまでの時間は地域の人
たちとけん玉やお手玉など昔のおもちゃ遊び
で楽しみました。
　出来上がった焼いもはとっても甘く、笑顔
いっぱいの収穫祭となりました。

　11月23日（金）、丹波中学校体育館で第20回定期
音楽会が開催されました。
　今年のテーマは「つなげよう音のバトン～感謝・
発展・継承～」です。
　この定期音楽会を支えてくれた先輩や地域の方々
に感謝し、さらに発展させ、伝統を継承していき
たいという願いが込められています。
　20年の節目となる今回の定期音楽会、全校生徒
12人と教職員10人により、素晴らしい演奏や合唱
が披露されました。

　
1
月
13
日（
日
）、
丹
波
中
学
校

校
庭
に
お
い
て
、
新
春
恒
例
の
丹

波
山
村
消
防
団
出
初
式
が
挙
行
さ

れ
ま
し
た
。

　
出
初
式
に
お
い
て
、
消
防
活
動

及
び
防
犯
活
動
に
功
績
の
あ
っ
た

多
く
の
消
防
団
員
が
表
彰
さ
れ
ま

し
た
。

 山
梨
県
消
防
協
会
会
長
表
彰

　
乙
種
功
労
章

　
　
　
専
任
班
長
　
楳
澤
千
代
男

　
　
　
専
任
班
長
　
芦
澤
　
泰
士

　
　
　
班
　
　
長
　
坂
本
　
仁

山
梨
県
消
防
協
会

　
東
部
支
部
長
表
彰

　
　
　
班
　
　
長
　
舩
木
　
和
久

　
　
　
班
　
　
長
　
守
屋
　
剛

　
　
　
班
　
　
長
　
久
保
田
崇
史

地
域
県
民
セ
ン
タ
ー
所
長
表
彰

　
消
防
関
係
功
労
者
表
彰

　
　
　
部
　
　
長
　
橋
詰
　
修

防
犯
協
会
上
野
原
支
部
長
表
彰

　
　
　
専
任
班
長
　
楳
澤
千
代
男

　
　
　
班
　
　
長
　
吉
野
は
や
と

　
　
　
班
　
　
長
　
杉
浦
　
宏
治

丹
波
山
村
消
防
団
長
表
彰

　
功
績
章

　
　
　
部
　
　
長
　
橋
詰
　
修

　
　
　
部
　
　
長
　
岡
部
　
隆
一

　
　
　
専
任
班
長
　
木
下
　
武
久

　
　
　
団
　
　
員
　
守
屋
　
保
志

　
功
労
章

　
　
　
専
任
班
長
　
楳
澤
千
代
男

　
　
　
専
任
班
長
　
芦
澤
　
泰
士

　
25
年
勤
続
表
彰

　
　
　
団
　
　
員
　
嶋
F
　
啓

　
　
　
団
　
　
員
　
舩
木
　
良
哲

　
　
　
団
　
　
員
　
廣
瀬
　
浩
蔵

　
　
　
団
　
　
員
　
嶋
F
　
忠
久

　
20
年
勤
続
表
彰

　
　
班
　
　
長
　
木
下
　
修
一

　
　
班
　
　
長
　
嶋
F
　
義
人

　
　
団
　
　
員
　
酒
井
由
記
夫

　
15
年
勤
続
表
彰

　
　
団
　
　
員
　
酒
井
　
隆
幸

　
10
年
勤
続
表
彰

　
　
専
任
班
長
　
芦
澤
　
泰
士

　
　
班
　
　
長
　
山
本
　
栄
二

　
　
班
　
　
長
　
岡
部
　
岳
志

　
　
班
　
　
長
　
青
p
　
幸
男

　
　
団
　
　
員
　
清
水
　
善
明

　
　
団
　
　
員
　
田
中
　
寿
二

　
　
団
　
　
員
　
白
木
　
孝
郎

　
精
勤
表
彰

　
　
班
　
　
長
　
守
岡
　
公
壽

　
１
月
２
日（
水
）、
中
央
公
民
館

に
お
い
て
、
平
成
20
年
成
人
式
が

挙
行
さ
れ
ま
し
た
。

　
本
村
出
身
の
男
子
１
名
、
女
子

３
名
、
計
４
名
が
新
た
に
成
人
の

仲
間
入
り
を
果
た
し
、
多
く
の
来

賓
と
と
も
に
新
成
人
を
祝
い
ま
し

た
。

　
式
典
で
は
、
岡
部
村
長
の
式
辞

に
続
き
、
成
人
者
紹
介
で
は
、
新

成
人
一
人
ひ
と
り
に
よ
り
成
人
式

を
迎
え
て
の
決
意
や
、
今
ま
で
お

世
話
に
な
っ
た
方
々
へ
の
感
謝
の

気
持
ち
が
語
ら
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
小
中
学
校
時
代
の
懐
か

し
い
写
真
の
上
映
や
、
恩
師
か
ら

届
い
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
披
露
も
あ

り
、
和
や
か
な
時
間
を
過
ご
し
ま

し
た
。

　
新
成
人
の
皆
さ
ん
の
今
後
の
ご

活
躍
を
期
待
い
た
し
ま
す
。

　
12
月
10
日（
月
）、
新
築
工
事

中
だ
っ
た
保
育
所
が
無
事
完
成

し
、
竣
工
式
と
開
所
式
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
新
し
い
保
育
所
は
木
造
平
屋

建
て
の
建
物
で
、
木
の
ぬ
く
も

り
が
感
じ
ら
れ
る
と
て
も
暖
か

み
の
あ
る
建
物
と
な
り
ま
し
た
。

　
保
育
所
の
子
ど
も
た
ち
も
早

速
元
気
に
遊
ん
で
い
ま
す
。

　
少
子
高
齢
化
が
進
む
こ
の
村

で
、
数
少
な
く
な
っ
た
子
ど
も

た
ち
で
す
が
、
こ
れ
か
ら
、
こ

の
建
物
で
大
い
に
遊
び
、
い
ろ

い
ろ
な
こ
と
を
学
ん
で
、
健
や

か
に
成
長
し
て
い
っ
て
欲
し
い

も
の
で
す
。

保育所クリスマスお楽しみ会
　12月22日（土）、新築の保育所で第35回クリスマ
スお楽しみ会が行われました。
　保育所児童により、この日のために一生懸命練
習してきた歌やおゆうぎ、合奏、劇が元気に披露
されました。
　また、保護者ＯＢの方も熱の入った劇で会を盛
り上げました。▲ポンプ車操法

【
平
成
19
年
秋
の
叙
勲
】

　
芦
澤
幸
榮
さ
ん
（
鴨
沢
）

【
山
梨
県
教
育
功
労
賞
】

　
河
村
利
一
さ
ん
（
鴨
沢
）

▲成人者を囲んで記念撮影

▲伝統のシンセサイザー演奏

▲スキーの練習中

「
さ
さ
ら
獅
子
舞
」

▲

堅
い
握
手
で
協
力
を
約
束

▲

▲

エ
ン
デ
ィ
ン
グ
「
に
じ
」

風の子スキー教室
　1月9日（水）～11日（金）の間、群馬県宝台樹スキ
ー場で２泊３日の「風の子スキー教室」が行われ
ました。
　今年は３日間を通じ好天に恵まれ、雪質も上々
で、絶好のコンディションの中、参加した小学４
年生から中学２年生までの21名が、元気いっぱい
にゲレンデを滑走しました。
　それにしても、子どもたちの上達の早さにはい
つも驚かされます。

▲元気に歌の披露

▲新築の保育所

受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
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▼主力戦闘機「F-15」

▼イージス艦「こんごう」

▲主力戦車「90式戦車」

平成19年分の

申告書の提出及び

納税の期限は

所　　　得　　　税

贈　　　与　　　税

個 人 事 業 者 の
消費税及び地方消費税

3月17日（月）

3月17日（月）

3月31日（月） までです。

◎国税庁ホームページでは、確定申告に必要な各種情報等を提供しています。
・確定申告書等作成コーナー　

画面の案内に従って金額等を入力することにより、確定申告書を作成することができ、プリンタを使って
印刷したものをそのまま税務署に提出できます。

・タックスアンサー　
税金に関する身近な情報を税目や項目別に提供しています。

・申告書、各種計算書、明細書及び説明書等がダウンロードできます。　

国税庁ホームページのアドレスは　 http://www.nta.go.jp
e-Taxホームページのアドレスは    http://www.e-tax.nta.go.jp

お
知
ら
せ
　Inform

ation
■
自
衛
官
の
募
集
に
つ
い
て

　
自
衛
隊
山
梨
地
方
協
力
本
部
で
は
、
次

の
と
お
り
自
衛
官
の
募
集
を
行
っ
て
い
ま

す
。

【
募
集
種
目
】
２
等
陸
・
海
・
空
士

【
資
格
】
日
本
国
籍
を
有
す
る
18
歳
以
上

　
　
　
　
27
歳
未
満
の
男
子

【
受
付
期
間
・
試
験
日
】
年
間
を
通
じ
て

　
　
　
　
行
っ
て
お
り
、
試
験
も
毎
月
実

　
　
　
　
施
し
て
お
り
ま
す
。

【
問
合
せ
先
】

　
　
　
　
自
衛
隊
山
梨
地
方
協
力
本
部

　
　
電
話
０
５
５
（
２
５
３
）
１
５
９
１

　
　
　
　
大
月
地
域
事
務
所

　
　
電
話
０
５
５
４
（
２
２
）
１
２
９
８自衛隊山梨地方協力本部ホームページ

http://www.mod.go.jp/pco/yamanashi/

■
児
童
扶
養
手
当
の
一
部
支
給
停

　
止
に
つ
い
て

　
児
童
扶
養
手
当
法
の
規
定
に
基
づ
き
、

手
当
が
一
部
支
給
停
止
の
対
象
と
な
る
方

は
手
続
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

◇
手
当
一
部
支
給
停
止
対
象
者

　
養
育
者
以
外
で
児
童
扶
養
手
当
を
受
給

し
て
い
る
方
の
う
ち
次
の
事
項
に
該
当
す

る
方
は
手
当
の
減
額
対
象
と
な
り
ま
す
。

　
①
平
成
15
年
４
月
１
日
現
在
で
受
給
資

　
　
格
を
お
持
ち
の
方

　
　
　
平
成
20
年
４
月
手
当
額
か
ら
減
額

　
　
対
象
と
な
り
ま
す
。

　
　
　
た
だ
し
、
平
成
15
年
４
月
１
日
時

　
　
点
に
３
歳
未
満
の
お
子
さ
ん
が
い
た

　
　
方
は
、
お
子
さ
ん
が
３
歳
に
な
っ
た

　
　
日
か
ら
５
年
経
過
し
た
と
き
の
翌
月

　
　
か
ら
減
額
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

　
②
　
①
以
外
の
方

　
　｢

支
給
開
始
月
の
初
日
か
ら
５
年｣

又

　
　
は｢

支
給
要
件
に
該
当
す
る
に
至
っ
た

　
　
月
の
初
日
か
ら
７
年｣

の
い
ず
れ
か
早

　
　
い
日
の
属
す
る
月
の
翌
月
か
ら
減
額

　
　
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

　
　
　
た
だ
し
認
定
請
求
を
し
た
日
に
３

　
　
歳
未
満
の
お
子
さ
ん
を
監
護
し
て
い

　
　
る
方
は
、
お
子
さ
ん
が
３
歳
に
達
し

　
　
た
日
か
ら
起
算
し
５
年
経
過
し
た
と

　
　
き
の
翌
月
か
ら
減
額
の
対
象
と
な
り

　
　
ま
す
。

◇
受
給
の
継
続

　
次
の
事
項
に
該
当
し
必
要
な
書
類
を
提

出
し
た
場
合
は
、
今
ま
で
と
同
様
に
手
当

を
受
給
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
①
手
当
を
受
給
し
て
い
る
方
が
就
業
し

　
　
て
い
る
場
合

　
②
手
当
を
受
給
し
て
い
る
方
が
求
職
活

　
　
動
そ
の
他
自
立
に
向
け
た
活
動
を
行

　
　
っ
て
い
る
場
合

　
③
手
当
を
受
給
し
て
い
る
方
が
一
定
の

　
　
障
害
状
態
に
あ
る
場
合

　
④
手
当
を
受
給
し
て
い
る
方
が
負
傷
・

　
　
疾
病
そ
の
他
の
事
由
に
よ
り
就
業
す

　
　
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
場
合

　
⑤
手
当
を
受
給
し
て
い
る
方
の
児
童
・

　
　
親
族
が
一
定
の
障
害
等
の
状
態
に
あ

　
　
り
、
介
護
の
た
め
就
業
す
る
こ
と
が

　
　
困
難
で
あ
る
場
合

◇
一
部
支
給
停
止
対
象
者
へ
の
通
知

　
減
額
対
象
者
に
は
２
月
以
降
市
町
村
役

場
か
ら
通
知
が
あ
り
ま
す
の
で
手
続
き
を

し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
①
か
ら
⑤
に
該
当
し
な
い
方
は

住
民
生
活
課
口
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◇
問
い
合
わ
せ
　
住
民
生
活
課

■
春
の
火
災
予
防
運
動
の
実
施
に

　
つ
い
て

　｢

火
は
見
て
る
　
あ
な
た
が
離
れ
る
　

そ
の
時
を｣

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
３
月
１
日
か

ら
３
月
７
日
ま
で
、
全
国
一
斉
に
春
の
火

災
予
防
運
動
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　
春
先
は
、
強
い
季
節
風
が
吹
く
と
と
も

に
、
空
気
も
乾
燥
す
る
季
節
で
す
。

　
建
物
の
周
り
に
燃
え
や
す
い
も
の
を
置

く
の
は
や
め
ま
し
ょ
う
。
た
き
火
を
す
る

際
は
、
風
の
強
い
時
は
避
け
、
火
か
ら
目

を
離
さ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
暖
房
器
具
の
近
く
に
衣
類
や
紙
な
ど
の

燃
え
や
す
い
も
の
を
置
く
の
は
や
め
ま
し

ょ
う
。
ま
た
、
灯
油
の
取
扱
に
は
十
分
注

意
し
ま
し
ょ
う
。

　
一
人
ひ
と
り
の
注
意
で
大
切
な
命
や
財

産
を
火
災
か
ら
守
り
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
大
月
消
防
署
丹
波
山
出
張
所

　
　
　
　
　
丹

波

山

村

消

防

団

■
ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
で

　
安
心
し
て
体
力
づ
く
り

　
ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
は
ア
マ
チ
ュ
ア
の

ス
ポ
ー
ツ
や
文
化
活
動
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
、
地
域
活
動
な
ど
を
行
う
５
名
以
上

の
団
体
に
最
適
な
保
険
で
す
。

　
活
動
中
に
起
き
た
事
故
の
障
害
や
損
害

賠
償
責
任
を
保
障
し
、
急
性
心
不
全
や
脳

内
出
血
な
ど
の
突
然
死
の
見
舞
金
制
度
も

あ
り
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
】

（
財
）
ス
ポ
ー
ツ
安
全
協
会
山
梨
支
部

　
電
話
　
０
５
５
―
２
４
３
―
３
９
２
０

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
教
育
委
員
会
）

■
キ
ャ
ン
パ
ス
ネ
ッ
ト
や
ま
な
し

　
入
学
者
募
集
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
県
生
涯
学
習
文
化
課
で
は
、｢

キ
ャ
ン
パ

ス
ネ
ッ
ト
や
ま
な
し｣

の
入
学
者
を
募
集
し

て
い
ま
す
。

　
キ
ャ
ン
パ
ス
ネ
ッ
ト
や
ま
な
し
は
、
県

内
全
域
を
一
つ
の
学
び
の
場
と
し
、
生
涯

学
習
に
関
す
る
情
報
や
講
座
を
提
供
し
、

県
民
誰
も
が
自
由
に
、
い
つ
で
も
、
ど
こ

で
も
、
必
要
な
学
習
が
で
き
る
シ
ス
テ
ム

で
す
。

◇
入
学
手
続
き

・
各
地
域
県
民
セ
ン
タ
ー
、
市
町
村
教
育

委
員
会
、
図
書
館
、
公
民
館
等
に
備
え
付

け
の｢

キ
ャ
ン
パ
ス
ネ
ッ
ト
や
ま
な
し
入
学

者
募
集｣

の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
の
入
学
申
込
書

に
必
要
事
項
を
記
入
し
て
申
し
込
み
ま
す
。

・
山
梨
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ｢

や
ま
な
し
ま
な

び
ネ
ッ
ト
・
キ
ャ
ン
パ
ス
ネ
ッ
ト
や
ま
な

し｣

や｢

や
ま
な
し
申
請
・
予
約
ポ
ー
タ
ル

サ
イ
ト｣

か
ら
も
入
学
申
込
が
で
き
ま
す
。

・
県
生
涯
学
習
推
進
セ
ン
タ
ー
の
窓
口
で

も
入
学
申
込
が
で
き
ま
す
。

◇
入
学
対
象
者
　
ど
な
た
で
も
入
学
で
き

　
ま
す
。（
年
令
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
）

◇
募
集
期
間
　
い
つ
で
も
入
学
で
き
ま
す

◇
問
い
合
わ
せ
　
県
生
涯
学
習
文
化
課

　
電
話
　
０
５
５
―
２
２
３
―
１
３
１
９

　E
-m
ail

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　m
anabi@

m
anabi.pref.yam

anashi.jp

　この商品はテレビ台やオーディオ
ラックなどの両開き扉につけること
により、扉の開閉を防ぎ、物の散乱
を防止することができます。
　扉をロックするときはフックをか
けるだけなので、扉の開閉はとても
簡単です。
　なお、この商品は一例ですので他
にもさまざまな防災グッズがありま
す。

▲キャビネットストッパー

防 災グッズの紹介
確 定 申 告 の お 知 ら せ
申告書はご自分で書いて提出はお早めに
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▼主力戦闘機「F-15」

▼イージス艦「こんごう」

▲主力戦車「90式戦車」

平成19年分の

申告書の提出及び

納税の期限は

所　　　得　　　税

贈　　　与　　　税

個 人 事 業 者 の
消費税及び地方消費税

3月17日（月）

3月17日（月）

3月31日（月） までです。

◎国税庁ホームページでは、確定申告に必要な各種情報等を提供しています。
・確定申告書等作成コーナー　

画面の案内に従って金額等を入力することにより、確定申告書を作成することができ、プリンタを使って
印刷したものをそのまま税務署に提出できます。

・タックスアンサー　
税金に関する身近な情報を税目や項目別に提供しています。

・申告書、各種計算書、明細書及び説明書等がダウンロードできます。　

国税庁ホームページのアドレスは　 http://www.nta.go.jp
e-Taxホームページのアドレスは    http://www.e-tax.nta.go.jp

お
知
ら
せ
　Inform

ation

■
自
衛
官
の
募
集
に
つ
い
て

　
自
衛
隊
山
梨
地
方
協
力
本
部
で
は
、
次

の
と
お
り
自
衛
官
の
募
集
を
行
っ
て
い
ま

す
。

【
募
集
種
目
】
２
等
陸
・
海
・
空
士

【
資
格
】
日
本
国
籍
を
有
す
る
18
歳
以
上

　
　
　
　
27
歳
未
満
の
男
子

【
受
付
期
間
・
試
験
日
】
年
間
を
通
じ
て

　
　
　
　
行
っ
て
お
り
、
試
験
も
毎
月
実

　
　
　
　
施
し
て
お
り
ま
す
。

【
問
合
せ
先
】

　
　
　
　
自
衛
隊
山
梨
地
方
協
力
本
部

　
　
電
話
０
５
５
（
２
５
３
）
１
５
９
１

　
　
　
　
大
月
地
域
事
務
所

　
　
電
話
０
５
５
４
（
２
２
）
１
２
９
８自衛隊山梨地方協力本部ホームページ

http://www.mod.go.jp/pco/yamanashi/

■
児
童
扶
養
手
当
の
一
部
支
給
停

　
止
に
つ
い
て

　
児
童
扶
養
手
当
法
の
規
定
に
基
づ
き
、

手
当
が
一
部
支
給
停
止
の
対
象
と
な
る
方

は
手
続
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

◇
手
当
一
部
支
給
停
止
対
象
者

　
養
育
者
以
外
で
児
童
扶
養
手
当
を
受
給

し
て
い
る
方
の
う
ち
次
の
事
項
に
該
当
す

る
方
は
手
当
の
減
額
対
象
と
な
り
ま
す
。

　
①
平
成
15
年
４
月
１
日
現
在
で
受
給
資

　
　
格
を
お
持
ち
の
方

　
　
　
平
成
20
年
４
月
手
当
額
か
ら
減
額

　
　
対
象
と
な
り
ま
す
。

　
　
　
た
だ
し
、
平
成
15
年
４
月
１
日
時

　
　
点
に
３
歳
未
満
の
お
子
さ
ん
が
い
た

　
　
方
は
、
お
子
さ
ん
が
３
歳
に
な
っ
た

　
　
日
か
ら
５
年
経
過
し
た
と
き
の
翌
月

　
　
か
ら
減
額
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

　
②
　
①
以
外
の
方

　
　｢

支
給
開
始
月
の
初
日
か
ら
５
年｣

又

　
　
は｢

支
給
要
件
に
該
当
す
る
に
至
っ
た

　
　
月
の
初
日
か
ら
７
年｣

の
い
ず
れ
か
早

　
　
い
日
の
属
す
る
月
の
翌
月
か
ら
減
額

　
　
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

　
　
　
た
だ
し
認
定
請
求
を
し
た
日
に
３

　
　
歳
未
満
の
お
子
さ
ん
を
監
護
し
て
い

　
　
る
方
は
、
お
子
さ
ん
が
３
歳
に
達
し

　
　
た
日
か
ら
起
算
し
５
年
経
過
し
た
と

　
　
き
の
翌
月
か
ら
減
額
の
対
象
と
な
り

　
　
ま
す
。

◇
受
給
の
継
続

　
次
の
事
項
に
該
当
し
必
要
な
書
類
を
提

出
し
た
場
合
は
、
今
ま
で
と
同
様
に
手
当

を
受
給
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
①
手
当
を
受
給
し
て
い
る
方
が
就
業
し

　
　
て
い
る
場
合

　
②
手
当
を
受
給
し
て
い
る
方
が
求
職
活

　
　
動
そ
の
他
自
立
に
向
け
た
活
動
を
行

　
　
っ
て
い
る
場
合

　
③
手
当
を
受
給
し
て
い
る
方
が
一
定
の

　
　
障
害
状
態
に
あ
る
場
合

　
④
手
当
を
受
給
し
て
い
る
方
が
負
傷
・

　
　
疾
病
そ
の
他
の
事
由
に
よ
り
就
業
す

　
　
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
場
合

　
⑤
手
当
を
受
給
し
て
い
る
方
の
児
童
・

　
　
親
族
が
一
定
の
障
害
等
の
状
態
に
あ

　
　
り
、
介
護
の
た
め
就
業
す
る
こ
と
が

　
　
困
難
で
あ
る
場
合

◇
一
部
支
給
停
止
対
象
者
へ
の
通
知

　
減
額
対
象
者
に
は
２
月
以
降
市
町
村
役

場
か
ら
通
知
が
あ
り
ま
す
の
で
手
続
き
を

し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
①
か
ら
⑤
に
該
当
し
な
い
方
は

住
民
生
活
課
口
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◇
問
い
合
わ
せ
　
住
民
生
活
課

■
春
の
火
災
予
防
運
動
の
実
施
に

　
つ
い
て

　｢

火
は
見
て
る
　
あ
な
た
が
離
れ
る
　

そ
の
時
を｣

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
３
月
１
日
か

ら
３
月
７
日
ま
で
、
全
国
一
斉
に
春
の
火

災
予
防
運
動
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　
春
先
は
、
強
い
季
節
風
が
吹
く
と
と
も

に
、
空
気
も
乾
燥
す
る
季
節
で
す
。

　
建
物
の
周
り
に
燃
え
や
す
い
も
の
を
置

く
の
は
や
め
ま
し
ょ
う
。
た
き
火
を
す
る

際
は
、
風
の
強
い
時
は
避
け
、
火
か
ら
目

を
離
さ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
暖
房
器
具
の
近
く
に
衣
類
や
紙
な
ど
の

燃
え
や
す
い
も
の
を
置
く
の
は
や
め
ま
し

ょ
う
。
ま
た
、
灯
油
の
取
扱
に
は
十
分
注

意
し
ま
し
ょ
う
。

　
一
人
ひ
と
り
の
注
意
で
大
切
な
命
や
財

産
を
火
災
か
ら
守
り
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
大
月
消
防
署
丹
波
山
出
張
所

　
　
　
　
　
丹

波

山

村

消

防

団

■
ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
で

　
安
心
し
て
体
力
づ
く
り

　
ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
は
ア
マ
チ
ュ
ア
の

ス
ポ
ー
ツ
や
文
化
活
動
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
、
地
域
活
動
な
ど
を
行
う
５
名
以
上

の
団
体
に
最
適
な
保
険
で
す
。

　
活
動
中
に
起
き
た
事
故
の
障
害
や
損
害

賠
償
責
任
を
保
障
し
、
急
性
心
不
全
や
脳

内
出
血
な
ど
の
突
然
死
の
見
舞
金
制
度
も

あ
り
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
】

（
財
）
ス
ポ
ー
ツ
安
全
協
会
山
梨
支
部

　
電
話
　
０
５
５
―
２
４
３
―
３
９
２
０

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
教
育
委
員
会
）

■
キ
ャ
ン
パ
ス
ネ
ッ
ト
や
ま
な
し

　
入
学
者
募
集
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
県
生
涯
学
習
文
化
課
で
は
、｢

キ
ャ
ン
パ

ス
ネ
ッ
ト
や
ま
な
し｣

の
入
学
者
を
募
集
し

て
い
ま
す
。

　
キ
ャ
ン
パ
ス
ネ
ッ
ト
や
ま
な
し
は
、
県

内
全
域
を
一
つ
の
学
び
の
場
と
し
、
生
涯

学
習
に
関
す
る
情
報
や
講
座
を
提
供
し
、

県
民
誰
も
が
自
由
に
、
い
つ
で
も
、
ど
こ

で
も
、
必
要
な
学
習
が
で
き
る
シ
ス
テ
ム

で
す
。

◇
入
学
手
続
き

・
各
地
域
県
民
セ
ン
タ
ー
、
市
町
村
教
育

委
員
会
、
図
書
館
、
公
民
館
等
に
備
え
付

け
の｢

キ
ャ
ン
パ
ス
ネ
ッ
ト
や
ま
な
し
入
学

者
募
集｣

の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
の
入
学
申
込
書

に
必
要
事
項
を
記
入
し
て
申
し
込
み
ま
す
。

・
山
梨
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ｢

や
ま
な
し
ま
な

び
ネ
ッ
ト
・
キ
ャ
ン
パ
ス
ネ
ッ
ト
や
ま
な

し｣

や｢
や
ま
な
し
申
請
・
予
約
ポ
ー
タ
ル

サ
イ
ト｣

か
ら
も
入
学
申
込
が
で
き
ま
す
。

・
県
生
涯
学
習
推
進
セ
ン
タ
ー
の
窓
口
で

も
入
学
申
込
が
で
き
ま
す
。

◇
入
学
対
象
者
　
ど
な
た
で
も
入
学
で
き

　
ま
す
。（
年
令
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
）

◇
募
集
期
間
　
い
つ
で
も
入
学
で
き
ま
す

◇
問
い
合
わ
せ
　
県
生
涯
学
習
文
化
課

　
電
話
　
０
５
５
―
２
２
３
―
１
３
１
９

　E
-m
ail

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　m
anabi@

m
anabi.pref.yam

anashi.jp

　この商品はテレビ台やオーディオ
ラックなどの両開き扉につけること
により、扉の開閉を防ぎ、物の散乱
を防止することができます。
　扉をロックするときはフックをか
けるだけなので、扉の開閉はとても
簡単です。
　なお、この商品は一例ですので他
にもさまざまな防災グッズがありま
す。

▲キャビネットストッパー

防災グッズの紹介
確 定 申 告 の お 知 ら せ
申告書はご自分で書いて提出はお早めに
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粗大

ペット 雑誌

新聞 段ボ

燃

燃

燃

燃

ビン

ビン 粗大

燃

燃

燃

燃

カン

カン

段ボ

粗大

段ボ

燃

燃

燃

燃

燃

燃

燃

燃

燃

燃

燃

燃
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燃

燃

燃

燃

燃

ビン

ビン 粗大

燃

燃

燃

燃カン

カン

段ボ

ビン

ビン 粗大

段ボ

燃

燃

燃

燃

燃

燃

燃

燃

燃

燃

燃

燃

燃

燃

燃

ビン

ビン 粗大

カン

カン

ビン

ビン

粗大

カン

カン

段ボ

燃

燃

燃

燃

燃

燃

燃

燃

燃

燃

燃

燃

燃

燃

燃

段ボ 燃

カン

カン

燃

燃

燃

ビン

カン

燃

燃

燃

燃

ペット

新聞

雑誌

ペット

新聞

雑誌

ペット

新聞

雑誌

ペット

新聞

雑誌

ペット

新聞

雑誌ペット

新聞

雑誌

燃

ビンカン

■燃えるごみは、月・水・金曜日

■燃えないごみは、火曜日
　（カン・乾電池類とビン・陶器類を交互に収集）

■資源ごみは、木曜日
　（ペットボトルと白トレイは同じ日、雑誌、新聞、

　段ボ－ルをそれぞれ1日ごとに収集）

■粗大ごみは毎月１回、土曜日
　（自転車、ストーブ、金属の破片類等）

ごみ収集予定表

平成20年度　上半期

※予定につき変更または中止になる場合があります。
　テレビの9チャンネルか防災無線で確認してください。

ペットボトルはフタを取ってラベルをはがし、
水洗いしてからお出しください。

燃 燃 燃

燃

燃

燃

燃

編集と発行　丹波山村教育委員会■山梨県北都留郡丹波山村890　TEL■0428-88-0211　FAX■0428-88-0207
　　　　　　E-mail■info@vill.tabayama.yamanashi.jp　URL■http://www.vill.tabayama.yamanashi.jp/
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